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市
民
の
出
迎
え
で
初
受
{
げ
し
た
石
川
家
一
市
揮
官

市
民
の
み
な
さ
ん
に
一
番
身
近
な
選
挙
と
し
て
注
関
さ
れ
た
、
統
一
地
方
選
挙
「
市

長
・
市
議
会
議
員
選
挙
」
は
、
四
月
二
十
一
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
郎
日
間
開
票
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
選
は
、
激
戦
の
す
え
、
石
川
京
一
氏
が
五
万
六
千
六
百
九
十
一
課
を
獲
得
し
、
回

選
そ
果
た
し
て
十
六
代
目
の
市
長
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
三
十
六
人
の
市
議
会

議
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。

当
選
者
は
、
四
月
二
十
五
日
新
鮮
な
足
ど
り
で
受
庁
し
、
議
事
堂
で
武
井
好
夫
選
管
委

員
長
か
ら
、
当
選
箆
警
の
付
与
を
受
け
、
議
員
バ
ッ
ジ
を
胸
に
し
ま
し
た
。

お
川
京
…
市
長
は
、
四
月
三
十
日
午
前
十
時
、
市
民
と
市
幹
部
職
員
が
出
迎
え
る
な
か

を
初
登
庁
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
庁
舎
一
階
建
上
で
「
初
心
に
帰
っ
て
市
政
を
運
営
し
て

い
き
た
い
」
と
、
市
職
員
に
制
訓
示
を
し
ず
」
職
務
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
の
滋
か
い
ご
支
援
に
支
え

ら
れ
て
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
四
期
間
自
の

市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
た
今
臼
、

い
ろ
い
ろ
な
世
帯
象
が
め
ま
ぐ
る
し
く
急
変

す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
住
み
良
い
湖
南
の

ま
ち
ひ
ら
つ
か
を
回
指
し
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
責
務
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
「
白
々
新

た
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
緊
張
感
を
失
う

こ
と
な
く
市
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

一
一
十
一
世
紀
に
は
、
都
市
が
中
心
と
な

り
、
腐
を
リ
ー
ド
す
る
時
代
が
到
来
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
都
市
の
独
自
伎
と

豊
か
な
個
性
が
花
咲
き
、
新
し
い
市
民
生

活
様
式
が
各
方
面
で
追
求
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
平
塚
市
に
お
い
て
も
、
先
人

た
ち
が
永
い
年
月
を
か
け
て
着
実
に
築
い

て
き
た
社
会
資
本
の
集
積
が
、
市
民
の
皆

様
の
新
し
い
挑
戦
を
可
能
に
し
て
く
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
塚
市
の
発
展
と
都
市
の
時
代
を
ひ
ら

く
た
め
の
基
本
は
、
計
額
約
な
行
政
の
遂

行
に
あ
る
と
確
借
問
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
新
平
塚
市
総
合
計
衝
に
沿
っ
た
市
政
を

誠
心
誠
意
展
開
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の

選
挙
を
遇
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の

皆
様
の
生
の
高
を
積
綴
的
に
市
政
に
反
映

し
て
、
二
十
一
世
紀
の
平
塚
市
の
践
進
の

た
め
の
纂
礎
づ
く
り
に
ま
い
進
し
た
い
と

彩
じ
て
ま
す
の
で
、
倍
泊
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寺
川
弘
、
平
み
い
ん
甘
辛
伊
丹

表
彰
や
ス
ポ
ー
ツ
酪
体
へ
の
支
援

金
の
助
成
、
指
導
者
派
遣
な
ど
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
事
業
と
し
て
は
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、
講
習
会
、
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
が
計
商
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
中

か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
教
護
を

見
学
し
ま
し
た
。

見
掛
川
合
体
育
館
に
お
い
て
、
毎

週
金
議
日
午
後
問
問
時
三
十
分
か
ら

五
時
四
十
五
分
ま
で
、
小
学
校
四

年
生
か
ら
六
年
生
の
一
ニ
十
人
が
元

気
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
準
備

運
動
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
テ
ッ

プ
遼
動
が
始
ま
る
と
、
子
供
た
ち

の
白
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
「
私

は
ボ
i
ル
が
好
き
」
「
私
は
ジ
ボ

ン
が
い
い
の
」
と
元
気
よ
く
一
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
つ
ま
先
ま
で
も
っ
と
伸
ば
し

て
ノ
も
っ
と
高
く
ジ
ャ
ン
プ
/
」

と
先
生
の
甫
が
体
育
館
に
ひ
び
き

ま
す
。
指
導
の
村
山
早
智
子
先
生

は
山
崎
浩
子
新
体
操
ク
ラ
ブ
で
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
村
山
先
生
は
繰

り
返
し
練
習
す
る
中
で
「
や
れ
ば

で
き
る
、
あ
き
ら
め
な
い
で
や

る
」
と
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
ζ
と

を
体
で
覚
}
え
さ
せ
て
い
ま
す
。

新
体
操
は
美
し
さ
の
表
現
で
す

が
「
小
学
生
で
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

楽
し
さ
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
練

習
し
て
、
秋
の
市
南
町
市
や
健
康
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
そ
の
成
果
を
発

表
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
。

体
育
が
苦
手
で
消
極
約
だ
っ
た

子
供
が
、
教
室
に
通
う
よ
う
に
な

っ
て
明
る
く
な
っ
た
と
お
っ
し
ゃ

る
お
母
さ
ん
。
ま
た
、
中
学
校
で

は
、
部
活
動
に
新
倦
操
が
な
い
の

で
残
念
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た。
将
来
へ
向
か
っ
て
子
供
た
ち
の

大
き
な
夢
が
か
な
い
ま
す
よ
う
に

「
ガ
ン
バ
レ
ち
び
っ
子
f
」
と
心

の
中
で
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
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中
市
長
島
市
議
会
議
長
選
挙
法
、
四
月
十
四
口
同
告
示
さ
れ
、
四
四
月
二
十
一
白
投
票
、
そ
し
て
、
期
日

開
閉
治
さ
れ
た
。
市
長
選
は
激
戦
の
す
え
、
午
後
十
時
三
十
分
ご
ろ
当
磁
が
判
明
、
石
川
京
一
氏
が
四

選
を
果
た
し
た
。
市
議
会
議
員
三
十
六
人
の
当
確
も
、
午
後
十
一
時
三
十
分
過
ぎ
に
判
明
、
今
後
四

年
間
の
市
殺
の
拍
担
い
手
が
決
ま
っ
た
。
市
議
会
議
員
は
十
一
入
の
新
人
が
当
選
、
投
一
日
鉄
率
は
六
一
ニ
e

ニ
コ
一
%
で
、
前
回
よ
り
六
・
九
殴
%
下
弱
っ
た
。

平
塚
市
の
人
口
は
、
二

t

十
四
万
石
川
京
一
市
長
と
と
も
に
、
市

五
千
人
を
突
破
し
、
湘
南
の
中
核
受
議
出
員
一
一
千
六
人
に
か
け
ら
れ

都
市
と
し
て
の
期
待
も
大
き
い
。
た
市
民
の
負
託
は
大
き
く
、
こ
れ

ま
た
、
今
年
は
、
二
十
…
世
紀
を
か
ら
の
四
年
間
の
活
緩
が
翠
ま
れ

迎
え
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
「
新
る
。

平
塚
市
総
合
計
溺
」
ホ
ッ
ト
ブ
ラ
な
お
、
初
市
議
会
は
、
五
月
十

ン
引
の
四
年
呂
で
あ
り
、
第
二
次
五
尽
に
開
聞
か
れ
、
議
長
、
副
副
議

実
勝
計
画
の
初
年
度
を
迎
え
て
い
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
が

る

。

決

ま

る

。

議
選

石
川
川

3ま

五
六
、
六
九
O
繁一

士
口
野
綾
綾
城
崎

主主

察

有
効
投
漂
数
一

O
九
、
一
ニ
コ
一
紫
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旬

開

幻

お

幻

的

%

引

山

行

部

出

引

剖

お

引

け

打

η
部

位

幻

的

刀

U

日

付

何

事
質
問

s

'

'

'

9

'

a

'

ト

:
J
1
9
J
3
9
3
3
7
Y
7
J
に

J

t

J

5

7

J

3

4

4

4

3

2

2

1

1

0

9

8

2

0

2

お
欄

5

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

L

1

1

2

1

1

一
丸

1
9
1
L
L

の挙鶴

湾

苧

延

政

助

子

一

一

…

瀧

子

宏

正

治

夫

子

子

正

雄

治

晃

子

雄

男

宏

一

久

男

好

男

彰

雄

子

生

可

香

彦

薩

繰

英

彦

齢

勝

良

武

泰

孝

洋

光

車

中

出

張

安

孝

常

三

同

保

稽

和

宰

一

一

一

線

主

ご

い

和

忠

挺

ろ

垂

潜

輝

武

隈

問

伊

ひ

で

〆

醐

細

川

川

藤

合

藤

野

塚

坂

川

藤

家

梨

倉

滅

的

よ

神

山

山

村

中

弁

藤

川

窓

口

沼

崎

野

弁

版

本

元

秘

(

合

間

崎

わ

会

府

伊

蕩

加

水

原

長

糠

機

加

古

一

品

片

大

松

一

一

一

d
奥

山

削

志

郎

永

伎

樹

上

山

軍

関

綴

脇

武

ヒ

岡

田

後

神

七

山

佐

議市

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

滋

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

議

選

選

選

選

選

選

選

滋

点

当

当

当

当

当

当

当

当

当

主

」

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

官

づ

当

当

主

一

当

次

大
塚
簡
均
一
止
さ
ん

(
平
塚
市
登
山
山
宮
下
)

以
前
は
、

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
校
に
還
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
し
た
。
通
勤
悲
中
パ
ス
の
中
か
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、
ま
た
、

ら
見
る
総
合
公
園
は
、
緑
豊
か
な
新
有
権
者
と
し
て
、
自
分
自
身
ヘ
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i
i

期

議

5

0

7

 

5

1

6

 

務

7

幾JII 憲子

舞所属現 2期

衆京 2.-9 2 

議員 60議

懸JlI
民社党混

立野町 1

議長

警

2期

一敬華宮崎一

片倉常夫

無所属現 7期

諏訪町 1-30 
自営業 58歳

大議律子

無間五語現 2期

毘村5556-3 

無職 52議

総務清子

公明党新 1期

中涼?宿855~ 1 
全社員 44歳

三三上 IE 
E本共産党支見 4期

上子塩11~60

政党役員 52歳

E
と

期

7
議

誰
塩

1
2
u
m

深

十

北

小

新

2
員

間
開
問
服
役

れ
れ
d

f

町
中
社

j
i
但
山
東
会

奥山積治

公明党現 4期

手塩 2-39-8 

同体役員 48議

晃

5期

部

脱

出

附

額

四

刑

問

rf待
問

μ
日山
ρ

志村初予

神奈川ヰット新 1期

万lll152-6 

時報 議 50議

街中泰雄

a本共産党瓦

老松町14-7 
政党役員 日韓

三塁壁

1期

9 -15 

55議

霊友子宇

都所属新

東中原 2
会社役員

宏

期

2-9 
55議

藤

一

町

駅

業

在

所

八

営

d
l

熊

西

自65議

53識農

5期

58竜

無所属唆

真部536
会社役員議個体役員
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が
繁
施
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
従
善
、
卦
議
機
台
数
の
増
加
な
ど

来
は
翌
日
開
票
が
実
施
さ
れ
て
の
措
置
を
す
る
と
と
も
に
、
特

お
り
ま
し
た
が
、
有
権
者
に
対
に
、
市
職
員
の
深
後
に
及
ぷ
関

し
て
一
刻
も
早
く
選
挙
結
果
を
察
事
務
の
処
濯
な
ど
、
延
べ
六

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
で
百
人
を
超
え
る
協
力
を
得
て
実

報
は
、
各
候
補
の
独
自
性
を
生
こ
と
だ
と
甲
山
い
ま
す
。

か
し
た
特
色
あ
る
公
報
と
な
ま
た
市
議
選
に
お
い
て
は
、
…

り
、
有
権
者
に
よ
り
一
層
候
補
女
性
議
員
の
進
出
、
議
員
年
齢
げ

者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
選
の
若
返
り
な
ど
色
々
あ
げ
る
こ
叶

択
の
幅
安
広
げ
た
と
患
い
ま
す
。
と
が
出
来
ま
す
。

i

選
挙
管
明
暗
委
員
会
と
し
て
は
刊

に
ア
「
M

常
に
各
選
挙
の
厳
正
な
実
施
を
…

d
e
e
d
p
q

旨
と
し
て
、
即
日
開
票
の
笑

4

施
、
選
挙
公
報
の
発
行
な
ど
改
…

武

井

好

夫

華

討

す

べ

き

は

霊

的

に

改

善

し

一

て
、
有
権
者
に
答
え
た
い
と
甲
山
…

さ

ら

に

今

回

、

県

議

選

が

無

い

ま

す

。

一

投
票
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
今
隠
の
統
一
地
方
選
挙
に
際

は
、
有
権
者
の
選
択
の
権
初
を
し
て
有
権
者
各
位
の
ご
協
力
に

苓
う
も
の
で
あ
り
、
地
方
政
治
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

発
展
の
た
め
に
も
誠
に
残
念
な
す
。

第 4ア8望号

四
年
ご
と
に
笑
施
さ
れ
る
統

地
方
選
挙
は
、
前
段
の
県
知

…
事
選
、
衆
議
選
(
無
投
粟
)
、

い
後
誕
の
市
長
選
、
市
議
選
を
も

っ
て
無
事
大
過
な
く
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
有
権
者
各
佼
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
る
と
い
う
こ
と
で
実
施
に
絡

今
自
の
選
挙
を
見
る
と
い
く
み
切
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

つ
か
の
特
記
す
べ
き
こ
と
が
あ
は
、
周
到
な
用
意
と
万
全
の
体

げ

ら

れ

ま

す

。

制

を

と

ら

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ま
ず
、
初
め
て
の
即
日
開
票
ん
。
そ
れ
は
、
投
戸
票
用
紙
の
改

現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

次
に
市
長
・
市
議
選
に
お
け

る
選
挙
公
報
の
発
行
で
す
。
新

し
い
条
例
を
つ
く
り
、
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
発
行
さ
れ
た
公

選
挙
管
理
委
員
長

市
長
嗣
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

今
包
か
ら
即
日
開
票
が
行
わ
れ

た
。
四
月
宇
一
十
一
日
午
後
六
時
に

:
投
票
が
締
め
切
ら
れ
た
後
、
四
十

仲
間
同
投
棄
所
か
ら
出
向
粟
会
場
の
見
附

佼
ム
口
体
制
開
館
に
投
禁
絡
が
集
め
ら

一
割
れ
、
午
後
八
時
か
ら
一
斉
に
問
問
粟

広
が
行
ね
れ
た
。

だ
選
挙
管
理
委
員
会
ご
は
、
即
日

ル
関
渠
の
た
め
、
開
票
に
従
挙
す
る

統
市
職
員
を
一
的
関
よ
り
八
十
人
増
員

噌
し
、
四
百
五
人
で
問
問
暗
示
。
ま
た
、

取
翠
吊
し
や
す
い
よ
う
、
投
索
用
紙

織
を
改
善
し
、
投
垣
市
籍
の
中
で
広
が

刈
る
よ
う
な
用
紙
を
採
用
し
た
の

で
、
開
票
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

だ
。
そ
れ
で
も
、
選
挙
法
に
よ
る

手
続
き
等
が
あ
る
た
め
、
市
長
選

の
当
選
者
の
決
定
は
午
後
ト
一
時

一
一
一
十
分
、
市
議
会
議
員
の
当
選
者

の
決
定
は
午
前
一
時
と
な
り
、
作

業
は
深
夜
ま
で
行
わ
れ
た
。

JW

一
方
、
市
長
・
市
議
会
議
員
の
れ
、
市
民
へ
の
選
挙
P
Rと
、
候

蜘
選
挙
公
報
が
、
今
回
か
ら
発
行
さ
補
者
の
選
択
に
一
役
か
っ
た
。

畿会議市ずま寸イ交の紙剤薬投

さ
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
先
日
の
一
一
度
の
選
挙

で
立
会
人
と
し
て
参
加
さ
せ
て
も
か
り
で
す
。

ら
い
、
改
め
て
選
挙
は
大
変
だ
と
こ
の
様

感
じ
た
。
投
票
所
は
午
後
六
時
ま
し
、
大
人
レ

で
開
け
て
一
投
票
を
や
り
に
来
る
人
に
、
ま
だ
舟

を
待
つ
の
で
、
平
く
終
わ
る
訳
に
私
で
す
が
、

は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
持
ち
、
市
酌

に
、
投
票
率
何
軒
と
よ
く
悶
聞
く
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

が
、
一
訂
が
ど
れ
だ
け
多
く
の
人

に
来
て
も
ら
わ
な
い
と
な
ら
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

投
京
所
で
仲
村
つ
側
と
し
て
は
、

早
い
も
の
で
、
私
が
平
球
市
民
せ
め
て
午
後
三
時
く
ら
い
に
投
禁

と
な
っ
て
六
年
に
な
る
。
選
挙
権
率
百
軒
と
い
う
ぐ
ら
い
、
投
扇
町
を

も
平
塚
で
得
た
が
、
投
票
は
過
去
し
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
な

に
一
一
度
一
程
度
で
、
そ
の
時
も
先
週
且
が
ら
、
一
日
投
中
票
所
の
立
会
人
席

に
連
れ
ら
れ
て
の
投
票
だ
っ
た
の
に
座
っ
て
い
た
。
投
渠
所
の
皆
さ

で
「
ま
あ
こ
ん
な
も
の
か
」
と
思
ん
、
一
日
ご
苦
労
様
で
し
た
。

っ
た
極
度
で
、
投
票
自
体
の
大
切

大
鍍
敦
子
さ
ん

(
平
塚
市
南
原
)



の

相

談

を

お

受

け

す

る

部

付

参

事

)

参

事

今

井

義

明

(

期

間

少

年

課

代

理

〉

、

地

域

づ

く

り

課

長

新

露

木

孝

夫

、

博

物

館

学

一

一

幹

満

塁

・

収

集

車

の

ス

ケ

ッ

チ

古

参

挙

級

長

)

、

管

財

課

長

内

藤

昭

久

倉

八

四

閥

、

地

域

づ

く

り

諜

主

幹

宏

、

市

民

病

院

庶

務

課

長

山

田

び
つ
子
た
ち
に
収
集
車
を
ス
ケ
ッ

O
昇
格
(
含
む
昇
格
異
動
)
(
市
民
病
院
庶
務
課
長
)
、
照
度
飯
鳥
羽
生
(
社
会
教
育
課
課
長
代
主
闘
力

チ

し

て

も

ら

う

(

画

用

紙

と

ク

レ

島

職

員

課

長

鈴

木

利

明

、

湘

甫

課

長

小

寓

貞

雄

(

資

産

税

課

理

)

、

青

少

年

諜

長

兼

青

少

年

会

〈

〉

異

動

ヨ
ン
は
会
場
に
用
意
し
て
あ
る
)
一
世
潔
事
級
丘
陵
計
魁
寧
官
民
神
狩
修
一
、
財
長
)
、
税
務
担
当
参
事
伊
東
友
館
長
上
原
痘
造
(
市
民
税
調
部
諜
@
務
書
謀
長
曾
問
問
綿
布
一
(
同
課

e

牛
科
ハ
ッ
ク
の
再
利
用
孝
一
。
書
(
含
む
昇
格
異
動
)
政
課
長
杉
山
語
、
重
譲
二
一
郎
(
収
納
課
長
)
、
市
民
セ
ン
長
代
理
)
、
青
少
年
課
、
主
幹
内
室
、
収
納
課
長
杉
山
基

の
4
月
か
ら
牛J

乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
て
企
画
部
長
中
村
進
(
市
民
部
長
石
理
由
良
平
(
事
業
謀
長
)
、
タ
?
守
備
担
長
久
保
田
沼
(
管
財
課
藤
守
(
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長
代
(
青
少
年
諜
主
幹
)
、
保
険
年
金

イ
ク
ル
(
各
集
積
市
川
に
あ
る
牛
乳
一
回
目
て
総
務
部
長
日
比
成
一
農
緩
課
長
佼
他
国
間
伴
、
児
童
謀
長
)
、
社
会
福
社
協
議
会
@
生
き
潔
)
、
福
祉
総
務
議
主
幹
回
代
課
長
続
出
靖
夫
(
総
務
諜
主

パ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
で
仰
は
察
)
を
始
一
(
緩
務
部
長
、
都
市
部
長
小
長
官
同

A

宜
伸
治
(
東
部
誠
一
壇
場
が
い
事
業
出
担
当
参
事
植
口
県
輪
二
識
別
(
環
境
衛
生
業
務
課
謀
長
代
幹
)
、
高
齢
化
社
会
対
策
室
主
幹

め
て
い
る
が
、
今
回
は
牛
乳
パ
ッ
一
川
光
男
、
消
防
長
山
本
弘
同
月
)
、
道
路
管
理
課
長
石
川
治
(
児
童
課
長
)
、
教
育
施
設
薬
理
て
内
健
康
課
主
幹
米
倉
管
安
藤
毅
伍
(
教
育
会
館
長
)
、
工

ク

か

ら

薬

事

、

色

紙

、

小

物

人

一

官

翼

線

建

建

築

課

長

金

子

弘

毅

、

総

重

当

参

事

石

屋

敷

(

施

設

課

子

、

護

衛

生

業

務

課

主

幹

矢

事

検

査

課

長

牧

野

富

豪

れ
な
ど
を
作
る
一
〈
〉
昇
防
憎
(
含
む
昇
格
巣
動
)
合
公
園
管
理
一
事
務
所
長
高
橋
長
)
、
社
会
教
育
担
当
参
事
小
野
義
弘
(
環
境
保
全
諜
課
長
代
主
幹
て
施
設
課
長
箕
輪
誠

土
作
コ
ー
ナ
ー
若
葉
板
一
喝
経
済
部
長
和
霊
毅
(
税
務
列
車
課
長
米
倉
一
、
体
育
出
茂
(
社
会
福
革
議
会
全
き
理
)
、
土
木
用
地
課
長
麻
野
茂
(
工
事
検
査
課
主
幹
)
、
教
育
会

マ
i
ケ
イ
ト
な
ど
、
多
く
の
拙
惜
し
…
で
人
形
や
ア
ク
セ
ザ
ジ
ー
を
此
げ
る
一
担
当
参
事
)
、
市
民
一
部
長
高
木
諜
長
川
島
田
、
一
、
美
術
館
副
館
が
い
事
業
団
担
当
参
事
て
博
物
雄
(
公
園
緑
地
課
課
長
代
潟
)
、
舘
宮
沢
島
津
滋
一
(
土
木
清
一
地
議

物
や
釜
山
記
念
品
が
用
意
占
口
れ
一
・
リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ヂ
ー
ク
ラ
リ
I
一
孝
(
企
一
闘
部
参
事
)
、
議
会
事
務
長
大
城
笈
、
消
防
本
部
庶
務
課
銀
系
古
川
功
(
社
会
教
育
相
課
長
)
警
護
、
主
幹
浅
見
保
(
建
築
指
長
)
、
棄
却
調
理
場
自
民
杉
森
千

る

。

ご

家

族

や

お

友

達

と

一

緒

に

一

大

会

ご

み

や

リ

?

イ

ク

ル

に

つ

一

局

長

率

護

(

人

事

労

務

記

長

井

定

義

本

部

予

防

課

議

長

綴

裏

課

長

代

理

)

、

重

課

事

昭

(

北

部

諮

霊

長

、

北

部

議

お

出

掛

け

そ

。

一

い

て

の

霊

を

解

き

な

が

ら

、

総

一

当

春

季

、

童

部

長

石

井

政

長

問

喜

一

。

昇

格

(

含

む

昇

格

重

大

東

武

夫

長

年

金

課

課

長

代

理

場

長

武

井

市

太

郎

(

夏

セ

マ
問
問
穣
門
口

4
月
1
日
(
土
)
午
一
合
公
匿
を
散
策
す
る
〈
共
あ
は
申
一
雄
(
管
理
部
参
事
)

O

一

異

動

ふ

多

翌

春

長

引

里

美

(

鰭

現

)

、

公

園

緑

地

譲

主

幹

桐

山

ン

タ

1

館

長

)

、

社

会

教

育

議

長

後

3

時

5

4

待

お

分

一

込

制

〉

一

八

〉

異

動

二

益

誘

整

課

長

富

田

車

九

一

一

濠

課

課

長

代

一

理

)

、

事

業

一

課

長

一

夫

、

下

水

道

管

理

課

主

幹

飯

石

田

公

間

隔

(

市

民

病

院

韓

議

推

進

・
2
5
(
白
)
午
前
段
ヤ
午
後
て
お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
で
議
議
長
松
田
章
(
企
爵
(
蓄
課
長
)
、
人
事
労
務
雪
秋
山
科
吉
(
下
本
選
総
務
課
課
長
田
栄
、
教
育
委
員
会
総
務
課
長
裏
)

4
時
m
A
N

一
マ
ー
ケ
ッ
ト
家
庭
内
の
不
国
間
口
問
一
三
一
一
向
主
主
主
匂
5
2
5
z
主
主
主
一
一
刊
問
芸
呈
さ
E
5
5
三
芸
宝
王
至
5
三
E
E
三
E
5
E
三
三
三
三
芸
一
王
一
5
m
コ
=3叩=王55一z否5占コ2刊ご三芸2一=宝5一=E門2三5戸=5一=三三“之主一之一王命2王き何ヱ主5一=主句=王凶コE吉5戸=吉5一コヨ向コ主
3『=吉5一πE“ロさ2凶三芸一コE門弐呈芸問=去一エ叩芸E円

2
三
一
=
一
芸
き
一
5
5
5
5
5
5
5
2
5
5
5
5
5
5
5
2

V
会
場
総
合
八
ム
田
園
出
会
い
の
広
一
を
持
ち
寄
っ
て
自
由
に
売
繁
ず
る
一

e

そ
の
他
ご
み
の
資
源
化
パ
ネ
一
で
お
持
ち
い
た
だ
き
た
い
。
一
マ
そ
の
他
③
飲
食
物
、
生
き
物
一
問
題
を
解
く
競
技
。
個
人
で
も
グ
了
松
井
洋
7
f

黒
部
丘
3
9

場

付

近

一

コ

ー

ナ

ー

〈

出

腐

は

申

込

山

制

v

一
ル
展
、
街
く
い
ト
ラ
コ
ー
ナ
ー
一

7
日
時

6
月
2
日
〈
日
)
午
前
一
は
妓
売
で
き
な
い
③
フ
ロ
の
液
一
ル
ー
プ
と
し
て
で
も
参
加
で
き
一
(
電
話
お
十
三
一
九
一
一
一
)

マ

内

容

…

一

一

山

内

町

i

午

後

4

時

一

売

業

者

は

出

践

で

き

な

い

一

る

。

一

初

会

由

時

点

土

筆

二

一

1

1

去

の

中

か

ら

こ

ん

な

震

…

?

;

ケ

ッ

ト

に

出

蕗

を

一

マ

会

場

総

合

公

害

中

央

大

池

一

{

リ

サ

イ

ク

ル

ウ

ォ

み

う

り

i
一
マ
品

6
月
2
日
(
日
)
午
前
一
主
ぬ

l
h
r
t

附

簿

ご

み

と

し

て

出

さ

れ

た

中

か

一

一

付

近

一

大

会

五

時

と

午

後

1

時

ぬ

分

の

2

日

二

!
I
l
i
-
-

ら
ま
だ
使
え
る
品
物
を
展
示
す
る
一
お
も
し
ろ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ド
一
マ
j
ケ
ッ
ム
一
マ
出
屈
で
き
る
方
市
内
に
お
住
一
総
合
公
留
安
散
策
し
な
が
ら
、
一
喜
重
数
各
省
級
一

告
書
豪
華
十
ご
み
に
出
一
と
リ
サ
イ
ク
ル
ウ
ォ
ム
一
フ
リ
i

一

自

分

高

使

わ

な

く

な

っ

た

品

一

ま

い

の

方

一

ご

み

や

リ

サ

イ

ク

ル

に

つ

い

て

の

一

マ

申

込

印

刷

娘

一

角

育

委

一

家

庭

用

噴

霧

器

さ
れ
た

E品
目

三

大

会

毒

さ

れ

る

方

を

募

集

す

一

物

で

も

突

に

と

っ

て

必

要

と

一

マ

菱

要

望

十

量

(

1

一

l

i

l

i

l

i

-

-

;

[

一

の

空

中

山

し

を

訪問問中
E
Z
E液
売
す
ya

一
る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
環
境
衛
一
し
て
い
る
品
物
箆
若
外
と
多
い
も
一
人
2
F
g
a
で
出
践
す
る
こ
と
が
一

p
:

‘

一

生
ご
み
重
量
;
ー
一
生
業
務
課
業
務
係
(
内
線
蕊
一
一
…
一
の
0
5
2
な
く
な
っ
た
一
で
き
る
0
1

思惑
4

5

)

一

人

権

を

守

る

言

動

が

一

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ミ

主

き

み

処

理

誉

購

入

し

た

互

に

お

申

し

込

み

そ

。

一

議

、

押

し

入

れ

で

凝

っ

て

い

る

一

芸

露

1

量

五

言

一

t

j

z

z
一
ド
ク
ガ
な
ど
の
療
室
長
の
発
生

方
、
ま
た
鱗
入
を
希
望
さ
れ
る
方
一
門
お
も
し
ろ
ワ
サ
イ
ク
ル
ア
リ
i
一
緒
答
品
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
一

V
申
込
間
態
5
月
山
品
目
(
金
二
六
月
一
日
一
日
「
人
機
擁
議
委
員
一
@
康
一
雄
人
野
郎
:
1
3
一
ず
る
時
間
間
と
な
っ
た
z

i
i
i
i
i
i
I
i
j
z
j
i
言
、
1
2
5
i
s
f
i
i
3
2
2
5
i
i
i
i
?
2
5
i
i
i
i
i
i
i
i
i
1
5
5
j
f
z
i
-
-
i
i
i
i
i
s
i
t
s
j
喜
一
の
向
日
(
法
務
省
)
〕
で
あ
る
。
二
重
子
五
一
七
一
二
)
一
公
開
幽
緑
地
謀
(
内
線
内
二
五
)

一
な
お
、
態
語
岡
山
が
切
れ
て
リ
一
わ
か
る
ス
テ
y
カ
ー
を
は
る
②
一
安
。
一
市
匂
こ
は
、
現
在
十
人
の
人
笠
諮
問
町
一
字
(
夕
陽
ケ
丘
…
山
口
一
で
は
、
み
な
さ
ん
が
ご
家
庭
で
街

F

一
サ
イ
ク
ル
す
る
自
転
車
は
毎
月
一
一
一
一
義
登
録
を
必
ず
す
る
…
マ
返
還
す
る
尽
量
一
火
÷
一
擁
護
記
の
万
々
が
、
自
由
主
(
裏
千
六
五
泊
。
)
一
否
薬
剤
散
布
が
で
き
る
よ
う
唆

喝

/
e

一
十
1
四
十
台
で
、
自
転
車
者
協
同
…
…
土
警
の
午
後
王
将
1
5
時
一
等
な
ど
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
了
重
昭
馬
入
本
町
4
お
一
霊
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

一

級

定

引

き

渡

す

日

活

費

者

一

愛

用

お

転

十

字

の

一

マ

場

所

自

転

車

保

品

冨

空

豆

ら

に

?

一

(

霊

幻

一

五

一

一

)

一

貸

し

出

す

事

費

、

堅

生

/

す

イ

ア

レ

一

と

な

っ

て

い

る

。

リ

サ

イ

ク

ル

白

一

引

き

取

ワ

を

一

マ

持

参

主

義

忠

転

車

の

鍵

一

る

「

山

言

語

む

け

亡

干

続

長

一

J
l

ノ

ノ

ノ

y
一

転

車

の

豪

雪

警

方

法

袋

一

…

(

鍵

が

な

い

と

き

は

身

分

襲

警

)

…

い

る

。

〈

電

話

幻

O
九

一

ハ

一

一

)

の

。

ご

利

用

在

。

一

一
の
と
お
り
。
鶏
入
を
希
望
さ
れ
る
一
放
務
協
転
車
の
保
管
期
限
は
一
一

市

で

は

、

雲

間

重

警

護

一

言

、

草

取

扱

活

で

お

求

め

…

か

向

付

と

な

っ

て

い

る

。

一

湾

総

合

の

ご

協

力

を

い

た

だ

き

放

一

を

。

一

交

通

安

全

課

で

は

、

保

管

レ

て

畿
自
転
車
の
三
一
イ
ク
立
込
め
一
マ
霊
感
量
に
「
リ
サ
イ
ク
一
あ
る
自
転
車
の
中
ぞ
住
所
、
氏
名

る

。

一

ル

自

転

車

取

扱

応

」

の

ス

テ

y
力
一
の
記
入
し
て
あ
る
持
ち
生
に
は
、

駅
周
辺
の
放
置
自
転
重
に
つ
い
一

l

(
上

図

)

が

表

示

し

て

あ

る

。

一

「

自

転

猿

引

取

通

知

書

」

を

郵

送

一

て

は

、

保

管

照

時

間

が

溺

ぎ

る

と

縫

一

取

扱

鐙

(

現

在

、

市

内

に

幻

癌

)

一

し

て

い

る

が

、

保

管

期

限

が

近

づ

一

禁
処
分
し
て
い
る
が
、
限
り
あ
る
一
に
つ
い
て
は
交
連
安
全
課
に
お
尋
一
い
て
も
出
引
き
絞
り
に
来
な
い
持
ち

出
貝
採
を
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
く
…
ね
を
。
一
主
が
増
え
て
い
る
。

語

、

保

管

期

限

切

れ

の

自

転

車

一

マ

一

雲

価

格

霊

九

千

円

(

亘

書

問

一

絡

に

雪

続

け

た

章

一

一

を
点
検
、
修
理
し
、
安
全
性
が
擁
一
ぉ
、
希
望
に
よ
り
ラ
ン
プ
や
荷
か
一
刻
の
自
転
車
が
機
棄
処
分
を
前
に

訟

で

き

た

自

転

車

に

つ

い

て

の

み

主

義

品

に

し

た

と

き

は

蓄

が

五

引

き

取

り

に

来

て

も

ら

う

の

を

待

一

言

か

是

認

す

る

こ

と

に

な

っ

一

か

か

る

)

一

っ

て

い

る

。

交

通

安

全

諌

交

通

安

一

た

。

一

マ

そ

の

抽

出

①

一

リ

サ

イ

ク

ル

車

と

一

令

孫

(

内

線

六

回

O
〉

に

ご

連

絡

一

重寵ヰア8圭苦平足立3年 5f苦守 58(5) 

打
【
)
金
曜
日
ad
時
1
日
時
ト
曜
日
は
日
時
ま
で

の
悩
を

E
は
u

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
;
七
八
一
一
…
。

バ
〈
、
土
曜
日
9
時
j
t
M
持
却
分

情
捕
後
会
銭
お
;
一
一
一
一
…
…
一
…
一
一
一

〈
〉
心
配
ご
と
梧
一
読
毎
選
月
曜
日
、
日
時
〈
、
日
持

八
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
棺
談
毎
週
丹
1
金
曜
日
、
9
時
1
日
時

(
土
曜
誌
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
A
q

土
曜
は
除
く
)

。
結
婚
掲
桜
毎
週
日
曜
日
、
四
時
t
日時

(
第
3
日
曜
日
を
一
時
く
)

心
母
ヲ
十
相
設
毎
週
月
1
金
曜
日
、
9
時
一
九
日
時

。
家
庭
用
品
輩
栂
説
毎
調
月
j
k
J
金
曜
日
、
9
時
、
i
t
m

時

や
寓
鮪
者
職
難
梧
談
毎
週
間
M
S金
曜
日
、
9
持
却
分
rSMm
時

(
土
問
曜
日
は
臼
時
ま
で
、
第
2
弓
第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
婦
人
指
談
毎
月
第
3
木
曜
日
、
印
時
3
日
時
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つ
が
降
り
、

ぱ
い
に
し
よ
う
と
煽
催
さ
れ
た
口
相
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

化
ま
つ
り
は
、
今
年
か
ら
会
場
を
ら
は
時
間
も
あ
が
り
、
式
帥

八
幡
山
公
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襲

体

重

一

一

，

Z
佐
藤
マ
ツ
ノ
(
片
一
〈
じ
ん
)
機
能

8

尿
B

血
液
検
一
年
玖
教
室
開
聞
く
…
若
君
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
色
と
り
一

脊

謀

議

去

三

O
六
O
)

一

座

を

聞

く

。

…

ト

ン

大

会

結

果

一

M
M
)

古

代

千

知

子

(

ふ

じ

み

一

査

、

震

…

皇

、

ょ

が

ん

検

診

一

?

…

ど

り

の

語

を

き

五

月

例

会

を

一

な

お

、

参

加

料

に

つ

い

て

は

体

一

こ

の

講

座

は

リ

ズ

ム

体

操

、

ゲ

一

一

野

)

組

、

2
位
鈴
木
ユ
ワ
子
一
マ
検
査
料
四
万
七
平
三
号
リ
一
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
按
興
対
郊
で
一
向
く
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日
一

室
棋
に
お
問
い
会
似
せ
を
。
一

i
ム
な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
第
九
問
婦
人
公
ミ
ン
ト
ン
大
一
(
犬
神
)

e

小
川
る
み
ヂ
(
束
中
一
(
子
宮
が
ん
検
訟
が
加
わ
る
と
五
一
は
、
今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
体
一
直
後
髪
場
所
に
お
集
ま
り
を
。
一

室
濁
平
塚
妻
女
ソ
フ
ト
ポ
一
健
康
主
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
…
会
が
翌
二
十
五
日
、
苦
台
体
一
原
)
純
金
書
節
子
〈
域
一
万
六
千
六
百
五
主
一
室
で
水
泳
教
室
を
開
く
。
事

E持

5
5ヨ
(
行
)
降
水
一

ん
大
会
一
た
だ
け
る
よ
う
毎
年
わ
っ
て
い
る
…
育
館
で
一
一
十
九
ず
ム
が
重
し
一

g
e佐
藤

久

奨

(

棄

問

)

級

一

マ

崩

込

先

市

民

病

院

窓

事

課

一

加

を

。

一

筆

お

軒

以

土

の

場

合

は

初

日

一

マ
撤
回

7
月

習

査

会

一

も

の

。

ご

嘉

を

。

…

ー

ー

;

;

;

;

;

ー

ー

一

(

雲

泥

l
o
o
E内
線
二
一
一
マ
日
程

6
5ロ1
7
月

習

一

(

臼

)

以

後

中

止

一

数
寄
委
員
会
で
は
、
夏
休
み
綴
一
監
督
1
入
、
コ
ー
チ
1
入

、

マ

ネ

一

日

(

白

)

一

マ

臼

程

6
月
5
甲
、
J
3
月

一

百

一

一

一

一

一

一

)

一

の

毎

週

火

羽

海

丹

、

4
合
同
出
了
集
合
平
塚
田
肌
改
札
コ
前
午
前

警
利
用
し
て
行
わ
れ
る
少
年
野
了
ジ
ャ
1
1
入
、
季
初
人
以
内
…
マ
会
場
平
塚
球
場
お
よ
び
市
民
…
ま
で
の
之
の
全
初
日
間
章
一
人
鶴

F
ツ

タ

的

議

拘

一

会

員

守

金

曜

日

の

午

一

言

r7時5
8誌
分

7
時
加
分

球
大
会
と
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
一
室
雲
議
以
上
③
選
手
は
一
ス
ポ
ー
ツ
広
場
(
章
一
と
し
て
第
1
省
第
3
毒

自

)

一

一

号

千

語

一

マ

会

場

総

合

体

育

譲

歩

i

一

言
i
ス
平
塚
駅
:
修
善
寺
駅

会
の
出
場
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
…
小
学
生
の
部

(
4
1
6年
生
)
に
一
マ
チ
ー
ム
緑
成
⑦
代
表
者
1
入
、
て
時
時
間
午
前
日
刊
持
お
分
1
午

後

一

市

民

病

院

で

は

人

間

ド

ッ

ク

に

一

る

の

で

、

あ

ら

か

じ

め

希

望

誇

断

ル

一

釘

の

郷

源

鍍

頼

の

甘

指

修

揮

る

。

一

お

い

て

は

小

学

校

過

言

域

内

、

一

監

督

1
入
、
コ
ム
i
入
、
マ
ネ
一

3
時

一

よ

る

襲

撃

を

行

っ

て

い

る

。

一

日

を

予

約

の

う

え

ご

利

用

を

。

マ

募

集

人

員

市

内

に

お

比

率

二

寺

修

善

寺

駅

平

塚

駅

{
襲
撃
援
翠
襲
撃
人
会
一
中
学
生
の
郊
に
お
い
て
は
中
学
校
一

1
ジ
ャ
1
1
人
、
選
芸
人
以
内
写
会
場
者
荘
(
霊
長
よ
一
こ
の
鍵
康
診
訟
は
病
気
の
早
期
一

V
実

施

行

男

子

手

金

濃

い

、

お

勤

め

ま

た

は

事

し

て

い

一

言

っ

て

く

る

物

弁

当

ホ

マ
慰
問

7
月
初
臼
(
金
)
1
8
一

透

正

予

区

域

内

で

編

成

す

る

一

言

樫

凶

器

歳

以

上

③

子

供

会

一

り

送

迎

パ

ス

あ

り

)

一

発

見

や

成

人

病

の

予

防

な

ど

、

白

一

三

、

主

(

水

土

雪

)

る

祁

歳

以

上

の

方

犯

人

(

初

、

…

U
者
一
篤
雨
具
、
交
通
費
(
二
千
八
十
日

?

日

豆

一

マ

訪

日

方

法

①

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

一

ま

た

は

小

学

校

季

語

号

線

…

マ

定

員

総

人

(

抽

選

)

…

ご

ろ

の

護

軍

に

役

立

て

て

い

一

語

表

内

容

身

体

弘

、

警

出

入

、

護

者

三

重

一

目

、

人

警

(

八

百

円

)

マ
会
場
平
塚
球
場
お
よ
び
市
民
一
戦
③
試
合
一
日
5
矧

戦

ー

と

し

、

準

一

戒

す

る

…

マ

申

込

一

期

限

5
月

お

司

(

土

)

…

た

だ

く

た

め

の

も

の

一

い

¥

日

帰

口

一

ヤ

参

加

料

一

一

=

ヤ

五

百

円

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

見

的

合

体

育

ス
ポ
ー
ツ
広
場
(
大
神
)
一
決
勝
か
ら
7
初
戦
と
す
る
一
マ
試
合
方
法
①
ト
i
ナ

メ

ン

ト

…

申

し

込

み

は

、

は

が

き

に

佐

一

一

日

コ

ー

ス

。

…

門

V

申
込
煽
限

5
汚
初
日
(
月
)
一
中
脳
内
笠
用
品
開
〈
電
話
U
U

一ニハ〉
l

一ハ

マ
チ
ー
ム
編
成
定
書
1
入

、

一

員

全

口

容

量

会

一

戦

②

諮

問

は

5
回

戦

五

、

氏

名

、

革

、

重

警

を

一

な

お

、

長

人

と

な

っ

て

い

一

申

し

込

み

は

、

往

復

は

が

き

に

一

心

)

とき

ところ
'上告 渓 喜善害警築樹、三三瀦布美子、;深江霊童豪外

入場料 SI予言6_000丹、 A席 5_500F弓

Ss苦口OF守(市民センターのみ発売〕

。競売券 市民セン夕 、チタットセゾン、

ピア ヤンレイレヌード、平行花戸従来語官官、

九}~み、

rfil~t: ンター

e 関般理由 卓球、バドミントン、パスケノ

ト、歌式庭球(~ぇ印字〉、パレ (日時ヘ〉

寺沼(汚)午後 1時~午後 8

6月( 匁) !I 

く〉金額公主主銭手事務室宮〈電話31--2136)

つま最良公Z霊祭手事務室宮(電話58---(101)

o幸専務公民銀然資童書(電話55…〔目的

@開設覆呂 パレー(9 時~13時〉、パドミン

トン、卓球 (13時 --16時)、ノてスケット(16

3時--20時〉

宅 5Jヲ20，ヨ(斥)午前 9持~午後 8時

寺3S (丹 ) 11 

6月ヨ(月 ) 1I 

議終 7fJ分の中し込みは 6月 l日 9時から
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一

昨

出

い

る

場

合

)

一

に

一

覧

表

を

郵

送

し

て

あ

る

と

等

返

済

…

芸

公

表

第

3

三

一

で

泣

け

れ

ば

ヱ

一

考

せ

す

る

こ

と

が

一

@

2

種

(

資

家

、

…

v対
象
平
塚
市
医
師
会
ほ
か
一

一

で

き

な

い

。

ご

注

意

を

。

一

合

)

お

か

汗

以

内

の

均

等

返

済

一

一

路

中

山

体

に

お

け

る

補

助

金

に

か

い

一
な
お
、
指
定
工
事
獲
し
は
決
め
一
ヤ
利
蕊
利
一
屈
に
つ
い
て
は
市
が
一
…
先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
廷
に
か
る
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
l

一
戸
つ
れ
た
苓
曜
に
従
っ
て
適
正
な
I
…

議

警

に

ま

う

一

一

つ

い

て

監

査

委

員

小

宮

滋

可

行

一

挙

費

五

号

、

量

河

了

後

は

て

あ

っ

)

苧

効

成

金

制

度

が

あ

一

霊

会

一

い

氏

、

翼

政

室

長

喜

一

一

マ

護

お

お

む

ね

良

好

に

行

一
市
で
検
査
し
、
工
事
費
の
額
忠
一
る
。
指
定
工
事
官
工
事
の
申
し
一
白
一
分
の
議
長
ん
で
い
る
家
ご
ま
ら
次
の
と
お
り
警
が
あ
わ
れ
て
い
た

j

一

じ

た

助

成

金

を

お

支

払

い

す

る

と

一

込

み

を

す

る

と

き

に

併

せ

て

お

市

一

を

自

己

資

金

で

排

本

設

備

を

設

緩

一

っ

た

。

一

一

と

に

な

っ

て

い

る

。

た

だ

し

、

竺

し

込

み

党

亡

、

主

ト

イ

レ

に

改

造

し

た

と

プ

完
走
一
成
金
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
家
が
一
ヌ
為
化
a
g
e
-
乙
一
き
は
、
寸
一
事
授
に
応
じ
て
一
一
千
円
一
の
町
田
好
を
助
成
し
て
い
る
o

品
川
象
一
今
路
、
こ
の
一
一
路
線
の
事
業
を

T
S

一
対
象
と
な
る
。
一
菱
化
ト
イ
レ
塁
審
孝
一
以
工
最
高
一
一
一
万
一
下
内
毒
液
レ
一
は
所
有
者
の
臨
時
な
る
2
棟
以
仁
の
一
進
め
る
に
あ
た
り
、
一
議
員
の

洗
ヱ
一
マ
今
ま
で
の
浄
化
措
閣
は
一
市
内
の
裏
山
一
警
で
借
り
る
こ
と
一
て
い
る
。
一
建
物
が
私
道
を
滋
さ
な
け
れ
ば
、
一
体
粂
や
霞
道
二
一
九
号
と
り
一
一
正
体

一
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
浄
一
が
で
き
る
。
一
{
設
問
問
数
本
設
機
工
事
幾
綴
談
議
}
一
下
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と
一
交
定
化
(
湘
構
新
道
)
な
ど
が
必

と
と
も
に
、
私
た
ち
の
家
嫁
や
工
一
下
水
道
は
み
な
さ
ん
が
設
設
一
化
構
内
は
い
ら
な
く
な
る
。
本
体
を
…
マ
融
資
線
四
万
円
〈
)
一
一
百
一
月
間
円
一
私
選
(
幅
員
1
4
8
M
ル
以
f
こ
が
で
き
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
。
一
要
と
な
る
た
め
、
次
の
と
お
り
都

ほ
切
な
ど
か
ら
ι出
る
汚
水
を
築
め
、
一
し
管
理
し
て
い
た
だ
く
株
主
議
一
徐
去
す
る
か
、
壊
し
て
啄
め
て
い
一
マ
返
済
一
に
共
同
で
使
用
す
る
排
水
設
備
を
一
マ
問
い
合
わ
せ
乍
水
道
総
務
課
一
市
一
計
集
会
衰
の
縦
覧
を
行
う
。

安
全
に
処
理
し
た
後
で
河
川
に
流
三
、
市
が
尋
慨
し
室
町
一
す
る
公
共
一
た
だ
き
た
い
。
了
1
滋
(
円
分
の
獲
物
に
ハ
一
は
ん
で
…
設
霞
す
る
受
足
、
そ
の
に
事
品
質
一
庶
務
係
(
内
線
町
民
間
中
〕
)
一
な
お
、
縦
覧
閉
鎖
問
中
に
意
見
指
向

し
て
い
る
も
の
。
一
下
水
道
と
か
ら
で
き
て
い
る
。
一
寸
票
率
水
設
備
工
章
一

l

j

i

l

-

-

i

i

l

i

-

-

一
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都

蓄
の
整
備
分
で
市
内
の
普
及
一
そ
こ
で
義
明
開
始
と
な
る
と
、
一
票
主
に
返
す
こ
と
が
で
き
一

i

?

I

3

一
三
一
回
線
計
磁
係
(
内
線
四
二

主
主
M
U
M
一
れ
れ
れ
昔
前
告
訴
訟

H
H一
諜
通
共
籍
記
部
入
費
一
日
長
ね
を
。

れ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

一

れ

る

こ

と

に

な

る

。

ご

協

力

を

。

一

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

了

平

塚

山

下

線

5

月

7

日

芸

、

こ

の

区

域

内

に

奪

三

三

撃

の

震

は

て

」

れ

は

、

震

や

敷

地

長

二

平

成

一

二

年

塁

l

塚
室
透
災
害
一
マ
加
入
で
き
る

N
Zに
住
民
一
寸
見
舞
金
死
亡
(
百
万
円
)
ム
(
火
了
官
亙

ム
お
持
ち
の
方
一
は
、
滞
日
係
一
に
公
共
一
命
家
庭
ま
た
は
雲
市
mm
汚
水
を
排
一
た
問
問
中
世
道
諮
問
潟
、
配
水
管
、
木
一
共
済
が
五
月
一
口
か
ら
蛤
ま
っ
て
一
(
外
国
国
人
」
念
日
時
を
し
て
い
る
万
一
1
週
間
以
上
1
か
月
一
未
満
の
次
郎
ア
瀬
一
一
周
一
室

5
R幻
門
口
(
金
)

下
水
滋
に
接
続
す
る
工
事
キ
し
し
て
一
出
す
る
た
め
の
工
事
1
年
以
一
路
、
一
河
川
な
ど
に
護
世
放
流
し
な
一
い
る
。
一
マ
加
入
期
間

5
月
1
日
rt
、
み
平
成
一
の
治
療
を
必
委
と
す
る
戸
聞
き
か
え
ヱ
一
1
6
月
一
同
日
(
金
)

い
た
だ
き
た
い
。
詳
し
く
は
、
エ
ペ
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
の
ご
い
で
、
繋
山
内
の
土
の
中
に
一
時
一
郎
人
本
橋
明
記
さ
れ
A
V万
は
、
中
一
4
4
月
一
首
〈
な
お
、
中
途
で
一
け
た
と
き
(
一
万
一
九
千
巴
ま
で
一
マ
縦
一
覧
場
所
京
都
市
役
割
謀
、

水

道

総

務

課

庶

務

係

議

員

一

年

以

内

一

貯

め

て

お

き

、

雨

水

E
2に
一

込

用

紙

(

郵

便

局

長

く

需

の

一

の

加

入

も

で

き

る

〉

一

言

語

一

雲

市

言

課

さ

に

お

尋

ね

を

。

下

手

一

事

が

で

き

る

警

は

一

重

喜

よ

2い
う
も
の
。
こ
一
議
議
、
星
雲
計
雲
口
一
マ
年
間
雲
た
人
五
百
円
、
均
一
語
い
合
わ
せ
先
交
通
安
全
課

マ
処
理
開
始
(
接
続
で
き
る
)
量
一
室
室
長
で
の
ま
竺
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
下
水
が
…
に
あ
る
)
に
掛
け
金
を
添
え
て
福
一
塁
上
の
ケ
身
体
障
害
者
主
交
通
安
全
係
(
内
線
二
五
沼

南
原
3
ア
沼
、
御
殿
1
@
2
@
一
績
。
水
洗
化
工
事
に
つ
い
て
は
、
一
擦
係
で
き
る
ほ
か
、
均
盤
沈
下
や
…
内
の
金
設
機
関
か
市
役
所
会
計
課
一
神
薄
弱
者
コ
一
丙
円
、
中
学
生
以
下
一

3
7
呂
、
中
原
上
宿
、
中
原
一
品
、
一
ぺ
平
塚
市
公
共
下
室
重
工
事
…
植
物
が
枯
れ
る
の
を
防
ぐ
利
点
が
一
に
お
申
し
込
み
を
。
一
の
万
一
一
問
符

中
原
3
了
間
回
、
液
中
原
1
e
2
了

呂
、
新
町
、
四
之
宮
、
真
土
、
回

定
資
相
胆
立
ヨ

国

定

を

諜

額

額

額

の

酪

額

税

額

金

金

調

金

設

金

る

る

是

度

い

全

民

活

年

伴

て

初

の

え

え

の

え

下

趨

超

下

趨

t
し

、

)

以

を

を

)

i

を

前

向

円

河

内

一

九

油

口

惜

瑞

内

向

丹

国

仰

向

日

明

日

明

日

子

ノ

幻

万

万

万

主

万

万

日

3

3

3

3

J

Y

L

5

9

0

8

5

0

G

 

た

り

収

詳

(

は

辺

町

出

(
m
m

れ

お

増

さ

て

の

の

正

し

そ

も

喜

崎

明

額

後

円

円

河

内

一一

M

b
向

。

調

制

金

額

金

正

万

万

万

万

F
こ
と
い
日
長

4
4

る

る

余

る

改

お

お

引

山

市

山

即

断

初

出

ね

の

え

え

の

え

(

年

大

れ

よ

埠

円

超

超

下

旬

抽

入

お

を

ι
を

を

U
U

以

喜

一

ミ

h
u

』

ま

し

立

法

L

d

L

J

そ

穎

貯

え

込

税

に

政

円

内

月

日

同

門

腕

等

替

見

減

ひ

改

明

日

間

改

明

日

額

融

率

儲

当

、

幻

(

阿

見

山

山

(

お

お

額

除

額

別

税

評

判

明

て

線

車

十

務

総

控

除

特

の

地

古

光

内

詫

)

)

猿

)

控

者

援

者

税

土

収

に

(

叫

削

税

率

%

%

%

税

率

%

%

削

町

田

礎

偶

養

偶

民

の

増

税

係

四

時

渓

税

3

8

日

渓

税

2

4

数

項

基

配

扶

配

県

税

の

民

収

書

市

(

操

{

事

{

市

産

税

伎

徴

噺

①

②

お

資

産

人

通

江

山

公共下水器{搭封殺i覆 審議する君事卦}

を

がや

対象 H'i内在住の小、幼稚 溺 児 、 保 育 向 山

民事するもの えのぐ、クレヨン、出版

{rj_ツザjり)

河紙は、おけ会場で 1人 1泣すっ

切公選への溺品等のはみ出し陳

列や自動員亙売機の不法設f震は

やめよう

@歩行者の通行に大変危完全、街

の美観もそこねている。不法

を許さないよう、市民のみな

芯んのご協力を

ら

十

日

ま

で

一

第

一

発

諜

今

月

は

出

制

定

資

産

税

階

)

に

掲

一

不

さ

れ

、

酒

税

と

軽

自

動

率

税

の

納

期

と

な

臼
と
な
る
。
都
市
計
画
道
路
の
平
塚
山
下
線
一
っ
て
い
る
。
忘
れ
ず
に
納
め
て
い

@
第
1
回
目
の
申
込
日
6
月
初
一
と
湘
南
新
道
は
、
金
討
川
あ
る
い
一
た
だ
き
た
い
。

日
(
月
一
、
募
集
す
る
努
き
裁
に
一
は
紹
模
川
に
新
し
い
橋
を
建
設
一
な
お
、
納
め
忘
れ
や
納
め
る
予

対
し
て
入
居
在
希
望
さ
れ
る
方
が
一
し
、
広
域
的
な
交
遜
道
路
網
と
し
一
間
の
か
か
ら
な
い
口
座
振
替
制
度

復
数
の
と
き
は
抽
選
一
て
一
機
能
で
き
る
よ
う
計
箇
し
て
い
一
が
あ
る
の
で
、
収
納
課
管
理
係

市
で
は
六
月
か
ら
士
一
月
ま
マ
入
居
資
格
次
の
い
ず
れ
に
も
玄
重
要
な
路
線
で
あ
る
。
一
(
喜
一
八

O
)
に
お
尋
ね
を
。

で
、
市
営
住
宅
の
空
き
家
に
入
居
該
当
し
て
い
る
こ
と
@
市
民
と
一

1
i
J
{
j
i
l
-
-
{
j
i
t
i
l
l
i
{
i
j
(
j
)

さ
れ
る
方
そ
毎
月
募
集
す
る
。
な
り
山
引
き
続
き
1
年
以
と
牛
一
返
し
一
一
ち
が
新
興
う
ぐ
な
ど
)

現

在

、

長

住

吉

堅

苦

て

い

る

こ

と

雲

媛

(

婚

約

者

問

抑

止

時

間

蜘

ア

綿

一

千

六

百

一

一

…

十

戸

あ

り

、

東

中

東

を

含

む

て

ま

た

は

鶴

子

を

主

体

の

な

ち

が

で

災

の

港

記

紡

ち

く

た

広

し

火

予

の

を

罰
一
地
(
四
百
六
十
八
一
戸
)
、
龍
城
と
し
た
家
族
で
あ
る
こ
と
③
雨
明
日
多
慌
が
に
る
う
の
供
気
い
市

ヶ
丘
湿
地
(
百
八
十
六
一
戸
)
、
宮
に
住
宅
に
匿
っ
て
い
る
こ
と
③
和
に
子
顕
災
よ
よ
供
子
に
な
阜

の

前

団

地

(

百

七

土

戸

)

、

虹

ヶ

収

入

事

者

あ

る

こ

と

⑤

引

時

長

足

主

く

ら

t

一
山
留
地
(
七
十
八
一
戸
)
、
虻
ゥ
浜
市
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
し
る
ら
行
し
遊
注
一
お
な
の
外

東

住

宅

(

六

十

六

一

戸

)

は

、

木

造

収

入

基

準

、

対

象

住

宅

、

富

士

。

立

九

三

何

時

嚇

円

か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
り
な
ど
こ
っ
、
て
ま
、
今
3
-
7
を
し
ぴ
さ
で
遊
い
こ
う
議
空
い
残

』

し

J
V
F下
会

筋

書

遊

怖

が

火

多

の

、

に

、

す

け

住
宅
団
地
へ
と
建
て
替
え
が
完
了
に
配
布
す
る
「
募
集
の
し
ま
り
い
学
う
火
の
遼
で
が
次
チ
所
地
や
だ

し

て

い

る

。

を

克

て

い

た

だ

き

'
l
o
Aし
く

入

き

の

災

友

位

ス

、

ツ

場

ぎ

り

供

T
し

、

新

う

快

火

い

本

一

め

マ

い

設

な

子

な
お
、
募
集
す
る
空
き
家
の
状
は
、
建
築
課
住
宅
係
(
内
線
四
十
ノ
が
子
し
味
ケ
た
・

況
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
一
日
か
四
)
に
お
尋
ね
を
。

※花、早イ今は、:ill:会場で受け付ける

い(けっせ 村会教汗謀文化 財保持係
平塚署警察著書、道路管理霊祭、交i畠安会主果
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7月13El (ニヒ)
午後 6時 30分閥横

会 場 市 民 セ ン タ … ホ ー ル
出費者落語:il:)11談芯

奇術 ジャック武街、漫才墨セントイレイス

ものまね丸山おさむ

・入場料 1.500円(自由席) 5月四日 10時発売

・前開所 市民センタ一、チケットセゾン、王子ケツ

トピア、ヤンレイレコ ド、棺元民楽器問、サク

ラ書院本誌、花本番問

(21日から市民センタ…で電話受付〉

問い合わせ市民センター電話32--2235 

時
~あなたのお口はだいじようぷ 7-

5月8 (こと入 9 S (努)
午 前10時~今後 5時

会主義 叙どん各機ラスカホール
{内容〕

く〉輯科 民 的 に よ る 掲 の 健 康 診貨と保健指導

・6118 土) 午後 1 時~4 時

6l:l9 U(E1i 午後 1 時~4 時

o生活指導、健康相談、JIIlH測定

く〉ママの会「おやつの指導」

<)小下のポスター提示

問い わ せ 健康課健康づくり保

認英語



4 H 18 EI . 13 . 30へ-14: 30 

援問公民館 4日 18f3 OO~16φ00 

)lg媛中学校 5 fl 1911・15 00---16 00 

城島小学校 6日 20日~ 13 OO~13 30 

域島公民館 6 20 日~ 13 : 40-~-J4 : 30 

絢崎小学校 6 11 20日@日 üO~問。 00

金田公民館 7臼 211"・15 00-----16: 00 

土屋小学校 11と1 25日・ 13 OO~14 00 

吉沢小学校 11 f:3 25目。 14: 30~15 20 

宮沢公民書官 118 ・15:30----16 00 

松延小学校 12El 26日命 15. OO~16 : 00 

金百小学校 13bJ 27H・13 30~14: 30 

みずほ小学校 13日 27E:l・15: OO~16 : 0。
;万問貝塚市営住宅 14e] 28iJo lS:OO---...16:00 

※ foFjヌミのときbよ中止

重轄ヰア8雪晋

対
面
朗
読
室
自
の
不
自
泡
な
一

ら

気

壁

書

す

る

コ

ー

ナ

ー

一

方

が

需

で

き

る

章

一

(
6
席

)

一

マ

利

用

で

き

る

持

一

部

午

前

9
符一

・
お
話
コ
ー
ナ
ー
‘
子
供
た
ち
に
一

s午
後
4
時
間
判
分

北
関
書
館
が
五
月
七
臼
オ
l
ブ
一
読
み
綾
か
せ
や
お
話
を
す
る
コ
!
…
マ
休
鍛
忍
毎
官
四
月
曜
日
(
た
だ
一

ン

し

た

。

一

ナ

l

…
し
、
月
間
噌
日
が
祝
日
と
重
な
る
と
一

神
田
公
民
館
、
体
育
館
と
一
体
一
塁
コ
ー
ナ
ー
霊
前
凪
の
落
ち
一
き
は
害
実
警
も
休
館
)
、
一
室
平
塚
都
市
提
携
委
員
会
で
一
で
き
る
家
庭
(
小
学
芸
4
3
6

に
な
っ
た
建
物
の
二
階
部
分
に
あ
一
蕃
い
た
雰
鈎
気
で
読
一
遷
す
る
コ
ム
毎
月
末
、
年
末
年
始
五
月
お
日
一
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
霊
十
日
企
画
一
ま
一
手
生
は
1
1
2
ま
」
)

り
、
広
さ
は
約
…
千
平
方
日
刊
市
一
ナ
l

…
1
1
月
4
日
)
一
山
市
と
山
宥
手
県
花
時
宮
山
市
と
の
交
流
一
行
〉
受
け
入
れ
待
期
夏
休
み
期
間
一
・
ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ
ザ
(
電
請

喜
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
建
設
一

i
l
l
-
j
i
l
l

一
員
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
ホ
ー
一
中
の
2
翌
日
一
ヂ
ミ
一
一
一
九
)

L山
内

河

川

河

崎

明

日

付

与

交

議

体

験

事

業

を

一

日

日

刊

で

き

る

家

庭

喜

一

括

的

M
1
2
1託

業

長

い

け

ば

な

グ

ル

向

い

る

ほ

か

、

ヘ

ッ

ド

ホ

ー

ン

で

音

一

一

こ

れ

は

、

児

童

生

突

か

お

互

い

一

マ

魚

宣

し

て

い

た

だ

く

経

費

一

マ

期

間

5
丹
羽
白
(
木
)
1れ

一
楽
(
雪
盟
十
チ
ャ
ン
ネ
ル
)
を
一
出
了
高
校
生
を
県
外
に
派
遣
一
の
家
庭
に
治
ま
り
、
蓄
を
一
及
。
受
け
入
れ
時
相
手
方
議
泊
一
日
(
火
)

醐

聴

き

な

が

ら

読

書

が

で

き

る

ブ

ラ

一

一

に

す

る

こ

と

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

積

一

に

か

か

る

費

用

一

{

第

8
宙
滞
南
皐
友
会
さ
っ
き
展
}

滋
し
出
し
3
i
ナ
ー
で
は
、
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
や
、
地
域
の
一
市
で
は
地
域
に
お
け
る
青
少
一
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
一
習
を
学
び
、
友
情
の
き
ず
な
を
深
了
訪
問
時
交
通
費
お
よ
び
施
設
一
マ
期
尚

5
月
お
臼
(
木
)
1叩判

事
予
約
違
詩
け
る
霊
に
合
わ
せ
た
農
業
・
警
笠
年
活
動
に
関
心
の
あ
る
?
塁
加
申
込
書
と
健
康
状
語
審
(
育
一
め
よ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
。
ぜ
一
入
場
料
な
ど
百
(
火
)

i
i
i
i
i討

;
z
i
i
i
i
一
生
を
県
外
に
派
遣
し
た
り
、
費
一
少
年
課
に
あ
る
)
を
青
少
年
喜
一
三
棄
を
。
一
マ
問
い
合
わ
せ
比
児
童
づ
く
り
エ
第
2
喜

入

会

重

厚

近
代
奨
術
に
大
き
な
足
跡
を
し
一
か
ら
受
け
入
れ
る
交
流
体
験
セ
ミ
一
内
青
少
年
一
課
(
篭
苦
闘
詑
七
〈
)
二
一
門
V

対
象
高
山
市
や
花
巻
市
の
克
一
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
四
回
ニ
マ
出
刑
制

5
月
初
日
(
木
)
1
6

持

還

る

し

た

豪

語

、

妻

と

し

一

ナ

暴

い

て

い

る

が

、

今

年

度

一

九

)

へ

。

一

童

生

徒

を

受

け

入

れ

、

ま

た

詩

一

一

7
2

長
j

患
で
の
生
渡
の
後
半
を
茅
ケ
崎
に
住
一
の
日
程
が
こ
の
程
決
ま
コ
た
o

一

|

l

i

l

i

-

-

i

l

i

i

一

{

ロ

ー

ズ

シ

テ

ィ

ひ

ら

つ

か

込

J

み

、

妻

な

創

作

童

を

覇

し

一

言

は

昨

年

に

引

き

続

い

て

郡

一

一

マ

期

間

6
2日
主

主

一

家

警

襲

撃

ご

回

の

霊

会

は

二

」

の

時

一

山

喜

一

訪

れ

キ

ャ

ン

プ

、

ホ

!

…

ば

ら

づ

く

れ

/

教

室

一

日

(

火

)

閉
聞
の
作
口
問
、
油
彩
、
水
彩
、
議
選
一
ム
ス
テ
ィ
、
芸
】
「
は
ど
を
過
し
て
一

i
f

一

宮

村

工

房

陶

吐

露

〕

(
臼
)
ま
で
「
警
の
落
(
よ
ろ
な
ど
約
百
一
一
主
を
展
示
し
、
恕
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
一
襲
撃
義
時
一

2
5
1ズ
シ

テ

ィ

ひ

ら

つ

か

一

マ

期

間

お

お

;

か

ら

六

月

十

六

;

)

鉄

五

郎

慢

を

草

す

る

。

南

裏

金

五

李

総

乏

し

て

い

る

0
5
0
一

〓

盟

F
E
z
-
-
a
(火

)

一

る

o

V

日

稼

等

一

議

矧

許

議

欝

議

機

一

っ

か

市

民

プ

ラ

ザ

)

の

行

事

の

ひ

一

二

会

期

5
5
B
(土
)
1
5
一
。
事
前
震

7

5
日
(
土
)
一
一
一
線
一
額
約
義
一
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。
三

一
月
泌
向
日
(
臼
)
、
午
前
9
同
誌
分
一

1
M自
主

び

わ

脅

少

年

の

家

一

欝

野

議

議

機

露

鱗

務

一

安

加

を

。

一

…

-3午
後
4
時

一

山

分

一

a

派
遣
先

7
5品
目
(
金
)
1
一
同
郡
議
機
鱗
欝
鱗
盤
機
轍
一

7
日
時

6
月
8
口
凶
(
土
)
午
後
一

一

マ

休

館

日

月

曜

臼

一

習

(

臼

)

霊

県

郡

山

市

一

議

欝

襲

撃

議

湾

一

1

琵

分

1
3時
刻
分

一
マ
入
場
料
大
人
五
百
円
、
大

E

一
・
受
け
入
れ
光

8
月
9
日

(

金

二

議

議

議

湾

選

、

一

門

V

会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

3
階
大

一
高
校
生
一
一
一
百
円
、
小
島
中
学
生
百
一

5
m臼
(
土
)
び
わ
青
少
年
の
家
一
や
さ
し
い
ば
ら
づ
く
り
教
宰
U
川
町
一
会
議
室

吋
円
、
六
十
歳
以
上
の
方
・
障
害
者
一
会
智
後
街
修

8
月
幻
自
(
金
)
一
四
聞
か
れ
る
。
一
一
〉
講
部
一
口
小
成
パ
ラ
園
芸
闘
士
山
部

は

半

額

一

青

少

年

会

館

一

平

塚

は

ば

ら

の

一

大

産

地

で

あ

一

次

長

矢

口

信

好

氏

e

問
い
合
わ
せ
平
駅
治
美
術
館
一
…
〉
募
集
人
員
お
人
(
選
考
〉
一
り
、
年
間
約
一
千
十
日
万
本
を
全
調
一
マ
定
長
別
人
(
先
着
順
)

電
話
お
l
一

一

二

中

毒

費

五

千

円

一

各

地

に

出

荷

し

て

い

る

が

、

そ

の

一

平

支

ひ

ら

つ

か

雲

プ

ラ

マ
申
込
期
痕

6
月
初
日
(
木
)
一
花
の
女
王
と
い
わ
れ
る
ば
ら
を
紹
一
ザ
(
電
認
お

i
六
三
二
九
)

高
山

{克明IJl

愛犬の友、安心、えくほ、海三時、

軍事研究、 5経パソコン、ホームラ

ン、マフィン、ム一、郵趣、よむ、

極碁、一枚の絵、おりがみ、オール

生活、かがくりとも、月初自動車

月刊実業の日本、子どもと読書、サ

ッカーマガジン、 CDジャーナル

幕らしの手帖

昌子羽

アサヒグラフ、朝汀ジャーナル、

日経ビジネス

業縄戦した雑誌は購入している雑誌

の一部。詳しくは図書館本館へ。

交差のひろばープラネタリウム

アメリカ合衆国が1977年に打ち上げた癌最

探査機ポイジャー 2号が接 近した天王阜、梅

と足についての情報をお伝えする。 (~7 月は

日)

ー投野口 嬉週土曜日 14持、日曜 l-JIUき曾比

除手

観うど時間 45分 (1人 1(ゆ円〉

U劫 匁 投 影 (5月218---7月10日)

#J積瞬、保背[認の慰児たちのためむ同体

投躍を行う。お申レ込みを e

合喜塁を晃る会守と塁j

Tjと木原を望遠鎮で親類 よ る 。 本 加 日 111

時 5月23日〈水) 19時~2f)叶

守会場博物館科学教家、民 i

意宮内く

博物館資料そかびや虫から守るための

容虫駆除を行う。このため、次の期間休

館となり館内へは立ち入りができなくな

る。 と_rAえを。
e 期間 6 月 4 f-1(火 )~6 13H(水)

日時 8月16日〈日) 10時----16Sを

ー会場 事管少年会館剣道場、 A会合案

切対象 青年男女

幸 j][J費 1，000円(昼食代誌か)

会開鱈時間

火~土曜 H 9時へ 21時:10分

〈日閉討のみ 9時時〉

合体舘田 晦瀞日曜日

会費企年金館

〒日境問町12--41 電話32---7029

(金曜日のみ 提出窓と参考室は 9時時

出分〉

公体調臼 革調 月曜日、月末

公図著書舘本舘

守出撞開!lIJ12--41 常詰31---0415

会資キスポーツ教室

a 輔 自 (バウンドテニス) 5 月羽田~6 丹

25日む橿週火曜日・全 5[虫、(パドミントン}

5 月 29 日 ~6 丹 26自の毎週水曜日・全 5 図

。時間四時~21時

会場背少年金舘剣道場

'対象加藤まで由男女15人〈先着顕〉

合ミニミニニ遂重力会の重量い

時碍(がい)者介護間体れんがの会では、

意見覧表と運動会の難いを開く。

台関鵡時間 9 時~16時 50分

て悼露日 好調月曜日、月米、 6

日(館内くん品)

.'，博物館 〒浅田町12-41 屯 5111

すピデオ時駐在覇会

<<'>>5月 19B (日 )10時、時 本館ホーノレ

「定品~ iにんじんJ。5月26S (箆) 10時、 14時芝公館ホノレ

i若草物語Ji不思議の悶のアリス 44分

台狭言語会

的 6月 2E (創刊時、 14時本輯ホーノレ

「新男はつらいよ、ほくの他文さん 108分。6月四臼 ( 即 日 時 、 14時本鵡ホーJレ

「悲しき円箔 9:1分

ヲなこども理主観会

。6!l9 E (日) 10時、日時本轄ホーノレ

ー11ぴきのねこ 8お分、ア二メ

おはなし会

おはなし会が月 1問から 4 に変更となっ

た。小 ŷ"生までを対象に、絵本の読み聴かせ

や折り紙など、簡明な仁作も行っている。ご

来賄そ。

a 開催 li 揮月第 4木曜日

・時間 15時時:¥0分

・会場 こども寄〈本開 3階)

ずな開館時間(本館)

x-日曜日 9時 --16幸子50丹

合j禁着物を拾う会

平塚海岸で打ちとげられた動植物や人コ物

密集めて調べる。

。実施臼 車問として第 2 ・第 4土曜日の午

前 6 時~7時

・申し込み 柱裡はがきで博物館へ



お時の準怖と功、ちゃんの衣額

6月 17日午前1開円。分~今後 2時

妊娠中と康桂の栄養(調理実宵と

持会試食)

醸撞期(妊娠 8か月以降のJj)

6 J12411 午後 l碍30升 -4時

お躍の進みんーと庵挫の過ごし方ー

呼眠法

7月 6 守前 9時30分 -11時以)分

高ちゃんのおふろ〈実習)、お父さ

んも絹にどうぞ

調会場梶鵠センター

盟主治医の許可を得てからご参加を

盟母デ韓鹿手帳、筆記用具〈全日程

共通)、スラックス(3日と24日)、

子ふきタオル(17日と 6F-J)、エプ

ロン、 三角布〈口日)を持書

〈寸守〉

申揮韓センター

中里 霞話34--03日

駅前パスターミナル 5透棉 ，(盟

経由日向両行または諏訪町耗由市

民病院行「医瞭センター前」下京

骨平場揮韓所

霊堂原町 6--21 

駅前パスターミナル 2

fテ「迂J.::子 j ド身元

待問は、午後 1持 3C分から 3時まで。※EfJのついた会場は

午後 2持から 3待まで。

マ会
5 臼古Y

月夜間

習等主
(る
月 。

対と
」ミ

'
5月
白

B
(金
)
「
ヱ
ど
」
、

郡
上
智
犬
学
教
授
村
井
吉
敬
氏

・6
R
3日
(
月
)
「
牛
肉
」
、
議

筋
日
本
大
学
教
授
宮
嶋
崎
宏
氏

・6
河
口
臼
(
木
)
「
加
工
食

品
」
、
講
姉
主
婦
連
合
会
副
会

長
和
町
田
蕊
江
さ
ん

東
い
ず
れ
も
午
前
初
得

t
u時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ
第
2
会
議
室
(
M
N
ピ
ル
ロ
階
)

マ
定
員
百
二
十
人
(
先
着
脱
)

マ
申
込
一
先
地
域
づ
く
り
課
市
口
氏

生
活
係
(
内
線
二
六
一
一
一
)

了
叩
車
を

0

7
平
南
議
録
韓
情
報
は

地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
部
(
内

綿
二
六
一
…
一
)
ヘ
。

。
鱒
り
た
い
鞠
ベ
ピ
!
用
体
重

計
、
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
(
シ
ン
グ

ル
)
、
学
習
帆
(
銑
製
)
、
冷
車
庫
、

テ
レ
ビ
(
知
刊
ノ
)
、
健
庫
器
具
(
ル

ー
ム
ラ
ン
ナ
!
、
ト
ッ
プ
ウ
ォ
力

ー
、
ぶ
ら
さ
が
り
器
)
、
ピ
ア
ニ

カ
、
子
悦
用
自
転
車
(
女
子
用
H

勺
)
、
原
動
機
付
自
転
車

。
頼
っ
て
も
ら
い
た
い
物
衣
類

(
女
子
用
、

1
歳

2
4
議
)
、
京
子

用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
食
卓
用
子
供
い

す
、
洗
濯
機
、
大
人
用
三
輪
車
、
子

供
用
自
転
車
(
男
子
用
、

H
判ン)、

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

住民異動崩は、選挙、就学、国民年金、箇民健軍保

険、予防接語、印鑑註明などのもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届げ出を

してください。

届け出には、その方の氏名、生所、異動した年月日、

従前の性所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当¢理由がなく届け出をお

とたった場合は過料が科せられる考号合があります。

務担当 市民課市民異動部〈電話23-1111内線236)

次の保育園では地域育児セン主ーを併設し、育児

相談のほか…時保育を行っている。ご利用を。

・ 平軍保育題 寄り鈴 4-13 (官童話21-"0227)

・ あさひ保育関 河内310 (霊童話32~.2137)

・八構保育額 四之宮235 (電話21-0084) 

・金問保育関 ゴ七金自459-] (霊童話58"-1882)

・富士見保育E霊 平場 5-22-"50 (篭話33-" 3411) 

74歳以ーとの方に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧の助成を行ってい

る。

。愛媛持参の交付

大工E6年 6月初日以前に生まれた方は 8枚。

大;疋 6年 7月 1日から大工E7年 3月までに主主ま

れた方は、 74麓になった汚から 3か月に 2枚の

割合で交付する。

く〉蕗己負担額 1枚につき剖0丹

。 噛し込み 印鑑および健康手帳または健康保

検証を持参のうえ、福祉総務霊祭(内綿 219)

'̂。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
!
ク
ル
平
の
舎

で
は
手
話
入
門
講
官
会
を
開
く
。

マ
日
程

5
月
間
日
j
1
3
6
月
話
日
の

望
選
水
曜
日
、
会
5
田

E

時

間

午

後
6
時
泊
分
I
1
3
8
時
却

与
Jクマ

会
場
福
祉
金
館

マ
定
員
却
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
平
埋
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
甫
J

話
回
一
一
一
一
一
三
一
一
一
)

出
産
や
病
気
な
ど
で
休
ん
だ
と
き

に
替
わ
り
に
働
い
て
い
た
だ
く
臨
時

四
教
職
員
の
畳
揖
を
受
け
付
け
る
。

{
車
体
等
代
替
賂
時
教
員
}

希
望
さ
れ
る
方
は
履
歴
書
、
教
員

免
許
状
を
お
持
ち
に
な
り
、
平
塚
市

教
育
墨
差
百
教
職
員
詳
(
市
役
所
新

輯
2
暗
・
内
綿
五
一
九
)
へ
。

{
社
幸
福
祉
施
設
に
お
け
る
産
体
等

代
替
機
蝿
}

マ
職
種
保
母
(
男
子
を
含
む
)
、

看
護
婦
、
介
護
員
、
保
韓
婦
、
官
官
母
、

教
母
、
教
護
、
指
導
員
(
児
愛
、
生

活
、
職
業
)
セ
ラ
ピ
ス
ト
(
押
業
標

法
士
、
理
学
捧
法
士
)
、
栄
華
士
、

調
理
員

マ
登
揖
期
間

5
月
四
日
一
月

)
1

羽
田
(
壷
)

マ
畳
輯
先
児
愛
謀
探
育
保
(
内
組

一
一
一
五
)

横
浜
地
方
法
務
局
と
神
奈
川
統
計

情
報
事
務
所
が
入
居
す
る
平
理
地
方

合
同
庁
舎
が
完
成
し
た
。

マ
所
在
地
平
塚
市
境
問
町
四
四

(
市
役
所
北
関
)

-
1
1
2階
横
浜
地
方
法
務
局
手

塚
出
張
所
(
電
話
回
六
五
五

七
)-

3階
関
東
農
政
聞
神
崇
州
統
計

情
報
事
務
所
計
十
理
出
張
所
(
電
話
剖

一ニ八
O
O
)

市
で
は
、
市
常
ブ
ー
ル
場
内
に
あ

る
控
庖
の
龍
閉
業
者
を
募
集
す
る
。

寸
使
用
売
浩
龍
域
ケ
丘
ブ
!
ル
、

湘
南
樽
岸
公
感
ブ
ー
ル
の
各
1
売
庖

(
抽
選
)

マ
出
庖
賢
格
①
市
内
に

1
年
以

上
お
住
ま
い
で
、
売
届
と
同
一
業
務

を
営
ん
で
い
る
こ
と
信
市
民
税
の

滞
納
が
な
い
と
と

マ
慣
用
期
間

7
月
1
日
1
8月
白

日マ
販
売
品
の
種
類
パ
ン
、
菓
子
、

牛
乳
、
弁
当
な
ど
の
賞
品
で
酒
植
や

調
理
し
た
食
品
を
瓶
売
す
る
こ
と
は

で
き
な
い

マ
慣
用
料

1
庖
舗
5
万
円

マ
申
込
期
限

5
月
白
日
(
金
)

申
し
込
み
は
、
申
込
書
、
住
民

票
、
営
業
証
明
書
、
市
税
完
納
証
明

書
を
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
保

(
内
糠
二
四
回
)
へ
。

平
埠
市
生
き
が
い
事
業
団
(
電
話

出
l
二
三
三
五
)
で
は
、

7
月
分
よ

り
「
除
草
作
業
」
の
出
込
方
法
を
変

更
す
る
。

申
し
込
み
は
1
か
月
単
位
で
、
作

業
す
る
月
の
前
月
の
刊
日
(
例
え
一
ば

7
月
の
場
合
は
6
月
日
日
)
午
前
8

時
担
分
か
ら
電
話
の
み
で
お
受
け
す

る
。
お
間
遣
い
の
な
い
よ
う
に
。

マ
日
時

5
月
四
日
(
水
)
午
後
4

時
品
分

3
6時
却
分

マ
会
場
東
海
太
学
湘
南
校
舎
松
前

記
念
館

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
環

境
汚
染
を
他
人
事
と
は
思
わ
な

い
で
、
毎
日
の
牛
山
市
の
中
で
い

ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
地
球
を
私
た
ち
の
子
マ
冷
墜
一
層
は
上
手
に
管
理
す
る

孫
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
マ
マ
イ
カ
ー
は
な
る
べ
く
控
え

も
、
私
た
ち
ひ
と
む
ひ
と
り
が
現
電
車
、
パ
ス
在
品
利
用
す
る

在
の
一
生
活
雪
山
を
見
直
す
こ
と
マ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
郡
一
家
庭
電
化

が

大

切

で

す

。

製

品

を

使

用

す

る

マ
テ
!
マ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
売
り

カマ
講
師
放
送
作
家
秋
元
鹿
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
南

公
開
セ
ミ
ナ
ー
醤
員
会
(
電
話
回

ャ
ン
ペ
i
ン

県
企
業
庁
水
道
局
平
塚
営
業
所

(
電
話
担
よ
…
七
一
一
)
で
は
、
水

道
週
間

(
6月
1
日
1
7
日
)
に
併

せ
て
笛
頭
キ
A

ン
ベ
ー
ン
を
行
一
つ
。

マ
日
時

6
月
6
日
(
木
)
午
後
0

寺
O
テ
i
zき

思

P
3ノ
フ
ー
;
日

守
会
場
紅
(
廿
パ
?
ル
ロ
!
ド

マ
内
容
キ
ャ
ン
ベ
!
ン
グ
y
ズ
配

布
、
パ
ネ
ル
畏
示

日
赤
救
急
措
講
習
会
が
福
祉
会
館

と
中
央
公
民
館
を
会
場
に
聞
か
れ

る。{
教
意
法
}

門

v
日
程

6
月
9
日
1
回
目
ま
で
の

う
ち
の
9
P品同

・
時
間
午
桂
6
時
却
分
3
9時

(
日
曜
日
は
午
前
9
時
却
分

3
午
挫

5
時一

マ
定
員
高
校
生
以
上
の
方
白
人

(
先
着
蝿
)

マ
費
用
一
千
円

{
蘇
(
そ
)
生
法
)

マ
日
程

6
月
日
日
(
臼
)
、
四
日

(
日
)
の
2
日
間

・
時
間
午
前
9
時
3
午
桂
5
時

守
定
員
高
校
生
以
上
の
方
叩
人

(
先
着
順
)

マ
費
用
一
千
一
-
百
五
十
円

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
社
会
課

管
理
保
(
内
線
二
一

O
)
へ。

命
、
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
信

託
担
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
一
一
菱
銀
行
む
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

{
有
雅
開
会
民
}
5月
H
日
(
火
)

1
四
日
(
火
)

{
本
庄
円
心
属
}
5月
詰
日
(
火
)

1
6月
日
日
(
火
)

・
揖
並
手
ャ
ラ
リ
i
(
平
同
庁
郵
砧
島
)

{
叫
絵
干
細
工
一
展
}
5
月
1
日
(
水
)

jI3
回
目
(
金
)

{
タ
イ
ル
ア
!
ト
属
}
8
月
1
日

(土

)
1却
日
(
日
)

通
序
省
で
は
毎
年
ロ
月
白
日
現
在

で
工
業
統
計
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
年
度
の
調
査
に
あ
た
っ
て
の

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い

る
。
詳
し
く
は
、
県
企
両
部
事
討
課

(
電
話
。
四
五
一
一
つ
一

一
内
線
一
jA

ハ
一
一
九
)
に
お
尋
ね
を
。

一
盛
装
教
家
投
開
く

県
湘
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
県

農
業
会
館
内
。
電
話
回

O
五
九

一
一
)
で
は
、
震
芸
教
室
を
聞
く

0

・
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

〔
こ
れ
か
ら
め
窓
載
の
手
入
れ
〕

マ
日
時

5
月
国
日
(
上
)
午
前
9

手
O
L
r
1
1
手
O
テ

砕

3
，7
1
1
正
3
2
/

マ
講
師
趨
芸
研
究
家
出
口
正
雄

氏
{
官
抵
の
躍
木
、
花
木
の
管
理
}

マ
日
時

6
月
l
B
(
i七
)
午
前
9

時
泊
分

3
日
時
間
分

hv
講
師
間
芸
研
究
京
市
川
正
温

氏

γ
ム
同
宮

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ホ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
議
回
一
一
一
一
二
)
へ
。

マ
社
金
福
祉
義
金
へ
・
相
揖
小
学

校
奉
仕
委
員
会
五
千
百
六
十
六

円
、
宮
沢
手
差
ク
ラ
ブ
・
コ
!
フ
か

な
が
わ
八
幡
ブ
口
ッ
ク
各
五
千

円
、
福
祉
会
館
利
用
者
一
千
二
一
百

七
十
四
円
、
松
原
公
民
臨
ま
つ
り
実

行
委
員
会
六
万
三
百
九
十
円
、
平

場
商
工
会
講
和
婦
人
会
卜
万
円
、

高
齢
化
社
会
対
車
室
二
千
円
、
つ

く
し
宥
謹
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万

円
、
小
清
水
ツ
ヤ
子
三
千
円
、
神

奈
川
県
賀
穂
回
収
萌
業
協
同
組
合
平

塚
支
部
十
万
五
千
二
百
七
十
円
、

沼
尻
峯
子
一
エ
二
百
f
七
円
、
相

撲
板
金
工
業
五
万
円
、
中
上
古
文

四
万
円
、
松
原
地
一
一
足
母
親
ク
ラ
ブ

一
万
四
回
一
二
十
円
、
日
入
金
一
手

円
、
な
で
し
こ
e

花
水
地
区
社
公
調

祉
協
議
会
一
…
万
一
↓
千
五
百
九
十
四

円
、
吉
松
車
労
三
千
四
百
八
円
、

平
嘩
市
食
堂
連
合
十
万
円

マ
児
盤
構
祉
へ
・
菊
地
ノ
ブ
子

五
千
円

V
突
通
遺
児
へ
・
松
原
地
区
交
通

安
全
母
の
全
一
万
一
千
四
百
七
十

ニ
円
、
大
西
硝
業
三
万
二
千
円
、

父
通
安
全
協
会
金
田
支
部
…
万
丘

千
円
、
同
豊
田
支
部
四
万
↓
千
五

百
六
十
六
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
苓
金
は
、
ス
ボ
;

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
!
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
慎
わ
れ

る
ロ
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
向
山
(
見
附
古
体
仔
館
内
同
篭
話
出

。
一

C
二
)
へ
。

マ
ス
ポ
i
ツ
揮
興
基
金
へ

-
F塚

市
食
堂
連
合
十
万
円
、
崇
善
地
活

体
育
指
興
会
一
一
万
一
手
五
百
円
、

真
土
地
区
体
品
目
指
興
会
一
万
四
千

五
目
円
、
平
理
水
泳
協
会
一
万

円
、
平
塚
山
岳
協
会
六
千
五
円
、

敬称略

藤
旧
日
干
晶
一
万
七
千
九
百
円
、
土
一

崖
公
民
館
利
用
者
一
同
六
下
円
、
一

平
暗
部
湘
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
コ
一
一

十
万
円
四
之
宮
地
区
自
治
会
連
合

会
・
荷
体
育
振
興
会
五
十
一
万
七

千
円

令

限

ミ

4

Z
ゲ
リ
/
〆
柊

骨
盤
、
そ
ク
ン
盛
時

り
~υ

ら
v
h
陥

腔

称

M

，A
旬
以
繍
/
敬

み
ど
り
基
金
は
緑
化
団
体
の
助
成

な
ど
に
関
わ
れ
る
。
こ
協
h
を。

問
い
合
わ
せ
は
、
公
摺
緑
地
課
締

政
保
(
内
線
五
九
…
)
へ
。

マ
み
ど
り
基
金
へ
・
フ
リ
メ
!
ラ

平
埋
自
治
会
下
百
十
八
円
、
平

揮
商
工
会
議
所
婦
人
会
十
万
円
、

松
原
公
民
館
ま
つ
り
実
行
苦
員
会

一
一
万
五
千
四
十
円
、
鈴
木
九
二
ニ

五
万
円
、
平
副
部
市
食
堂
連
合
・
摺
南

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
各
一
一
一
ト
万

円
、
み
ど
り
基
金
募
金
箱
四
千
八

百
六
十
四
円

総
の
あ
っ
せ
ん

¥
i
-
f
Lポ

F
U
(
)

一

吋

r

t

u

J
ア
r
y
つ£

z

f
r
t

、
3
0
〈

い

γ

守

、

く

樹
木
を
希
望
与
れ
る
方
に
斡
(
あ

っ
)
旋
し
て
い
る
。
希
望
さ
れ
る
方

は
公
調
緑
地
諜
緑
政
係
(
内
線
四
千

五
)
へ
。

な
お
、
移
植
の
際
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
譲
り
受
け
る
方
の
負
昭
一
と
な

る
。
ご
了
承
を
。

マ
お
品
購
リ
ず
る
樹
木
松
田
本
(
樹

高
1
1
2
5
M川
)
、
き
や
ら
山
本

(向
1
1
2
'
5
M川
)
、
く
す
の
き

3
本
(
問
2
3
2
・
5
U
U
、
あ
お

き
1
本
{
同

1
・
5
Mい
)
、
つ
け
a

か
し
各
l
本
(
河
3
日山)

く〉詞程

6 Pヨ5 Ei 

(オく) 130寺へJ

15時30分平塚

車尺~tu 、 6 f1 
8日(土 10

時~15時30分

紅吾パールロ

ード

く〉ご協力ありがとうご5いました (4fl) 
敬称略

Aコープ旭、持康サニー沼南販売、しらさぎラ
イオンズクラブ、東京電力平塚営業所、関E宝ペイン

ト、東海大学(以と箇体のみ)

くた だでん もきるたじヱ バ草芯詣h いびす所がつ穣と石 まし

宗定義毛主主主語宍長よ三走 広ち藤麟欝¥'" 王室 42Z2主主児叢主 2語
習とりのがかはしこうか五ギ f辻長以L炉務伊勢liO) る界のでなよ一子の主主。が闘
い、おでっか、まち存し ζ ッ tol'rO活 轟轟牛車齢匂F かは反もいうってー香で 近児
事小母してわ今すら分、玉三シ 1拶もす'7"で胃プ喝綬0，訟の、面神くに しり会 く

言宗完主主主号。皇警旨与さぶ辺五長思考窓会奪三票 Eセ字Z 雪差
せ日寺は 。つのの 応;こ干-jJ0 )fl 持許制本語感今損壊誠持絡事 にが毛見つ 、なタ遊る S て陸
、か子 た中お をと重hり j] 川 いいとうすか細いツびき君 し最

fら供 こで母 とがとま事ぷ鵠£議ぷ君主語君主語でごるいかとと方完は ま近;いの と 、さ てでなし J惑高主主秘書主三抗感2君島正丑誕生詰もめ遊まいメくはん、 いお

う日寺 7己分て るいスずらうと雨脚'明酔歩鴻鵠?O' "Il'輔味と事 ていかでた期 わも

。警 24霊長宅き事とせまの …教湾研究開3)5535一 号同皇室主是 f究主待長け主

売U 与量て252H2おしつこがi互いお辿FZぶ2hR長
と日寺母止の いな~ L てり
言問さえE期 うく2:;， 3;ぃ元そ出ょ すねこ奪大児す党らで銘近そ張必ぷでて
えをんり待 訴 、 同 { な が れ ず う s なとつ拡j其司るえいしみくれつ死なしと

守討芸毛筆マ装い自宅 E発言 255な嘉手白河持はドー
旨パ主主主主エz主義ており雪む自主 LM5碧き
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